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1　は　じ　め　に

ナガイモの育種に利用する目的で，ヤマノイモ属植物の

塊茎について硬度などの特性を調査したところ．いくつか

の知見が得られたので報告する。

2　試　験　方　法

（1）供試材料

青森県畑作園芸試験場で収集保存していたナカイモ（雄

株及び雌株，普通の栽培に使用されているのは雄株），イ

チョウイモ（堆株），ツクネイモ（雌株）及びジネンジョ

（雌株）の成イモを供試した。

また，ナガイモ（蛙株）については一年子及びムガゴを

大（平均191．3g，2．7g），中（平均127．5g，17g），小（平

均46．3g，0．9g）の3段階に分けて供試した。

（2）測定方法

硬度は，総合物性測定装置レオメーターCR－200Dを

使用し．寛人スビ，ド100mm／min，プランジャp直径

1mm．試験荷重500g，サンプルの高さ5－8mmの条件

で測定した。

粘度は．山崎式回転粘度計を使用し，ローター係数50

（ツクネイモ及びジネンジョは，ローター係数250），回転

数100RPMの条件で測定した。

固形分は，105℃恒温器で21時間乾燥後の乾物垂と乾燥

前の生体垂より求めた。

3　試験結果及び考察

表1，表2に特性調査結果を示した。

（1）塊茎の形状

品種別では，ジネンジョが最も長く，細長い形状であり，

ツタネイモ及びイチョウイモは太く，短い形状であった。

ナガイモは，これらの中間の値を示した。

ナガイモの雌雄別では，雌株は，雄株に比較していも長

は優ったが，いも径及びいも垂は劣った。

また，同一品種内での個体間差に関しては，いも長及び

いも径は，個体間差が少なく，固定度が比較的高い形質と

考えられた。

いも重は．形質の中で，個体間差が最も大きかった。

（2）粘度，固形分及びブリックス示度

粘度は，ジネンジョが最も高く．ナガイモの10倍近い値

を示し，次いでツタネイモ，イチョウイモで，ナガイモは

最も低かった。

固形分及びブリックス示度は，はば同様の傾向を示した。

ジネンジョ及びツクネイモが高い値を示し，次いでイチョ

ウイモで．ナガイモは最も低かった。

ナガイモの雌雄別では，雌株は，雄株に比較して粘度及

びブリックス示度が高い傾向であった。

（3）硬度

硬度は，品種別では，ジネンジョ，イチョウイモが高く．

ツタネイモとナガイモではあまり差が無かった。

4品種とも，塊茎の内部組織と表皮の比較では，表皮の

硬度の値が高い場合が多かった。首部．中央部，尻部の部

位別では，首都付近の硬度が高い傾向であった。

また，ナガイモの雄株では，首都付近の値は変動が大き

く∴調査部位としては中央部か尻部が適当と考えられた。

ナガイモのムカゴは，成イモ，一一年子よりも硬度の値が

高く．一年子は，成イモよりも硬度の値がやや低く，一一・年

子の大きさによる差は見られなかった。

4　ま　と　め

以上のように，ヤマノイモ属植物の塊茎について硬度な

どの知見が得られたが，今後，ナガイモの育種に利用する

ためには，東に検討が必要と思われた。
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義1ヤマノイモ属植物の特性調査結果（l躯9年）

種　　 頓

塊 茎の 形 状 塊 茎 の特 性

い も長　 首 長　 い も径　 い も重
粘度　 固形 分 三 一岩 屋

（cm ）　 （Ⅷ ）　 （山 ）　 （g ） （P S ） （％ ）　 （％ ）

ナ　 ガ　 イ　 モ 78．3　 17．8　　 66．1　 1530 14　　 16．9　　　 5．8
（雄　 株 ） （ 8 ）　 （2 1 ）　 （10 ）　 （21 ）

ナ　 ガ　 イ　 モ 87．7　　 33 ．3　　 4 3．5　　　 634
18　　 16．4　　　 6．3

（雌　 株 ） （ 5 ） （ 9 ） （11 ） （22 ）

イ チ ョウ イモ
29．5　 6 ．9　 78 ．7　 683
（31 ） （26 ） （13 ） （34 ）

30　　 25 ．3　　　 7．8

ツ ク ネ イ　モ
6．4　　　 92．5　 333

（15 ）　 （ 6 ） （ 7 ）
106　　 30 ．9　 14 ．2

ジ ネ　ン ジ ョ
109．1　　 23．2　 294
（10 ）　 （15 ） （40 ）

190　　 31．7　　 12 ．5

注．（）内の数値は変動係数（％）を示す

表2　ヤマノイモ属植物の特性調査結果（1990年）

種　　 類

塊 茎 の形 状 塊 茎 の特 性 内部 組 織 の硬 度 表 皮 の硬 度

い も長 い も径 い も重 粘 度　 固 形 分 首 都　 中 央 部　 尻 部 首 都　 中 央部　 尻 部

（CⅢ） （皿 ） （g ） （P S ） （％ ） （g ） （g ） （g ） （g ） （g ） （g ）

ナ　 ガ　 イ　 モ 66．7　　 54．1 1 14 7 ．5 1 3．3　 18．3
1 7 8．8　 115．4　 13 0．4 2 4 5．6　 16 9．4　 15 3 ．1

（雄　 株 ） （52 ） （16 ） （ 9 ） （38 ） （19 ） （ 8 ）

ナ　 ガ　 イ　 モ 9 1．8　 42．5　 74 8 ．8 15．7　　 22 ．7
1 4 6．8　 12 0 ．1 12 0．4 2 0 4 ．0　 178 ．8　 137 ．9

（雌　 株 ） （11 ） （25 ） （11 ） （10 ） （10 ） （ 3 ）

イ チ ョウ イモ 28 ．3　 6 1．4　 79 6 ．3 3 3 ．3　　 23 ．1
2 15．4 17 0 ．3 16 9．0
（11） （18 ） （18 ）

28 2．4 2 14 ．3 2 1 7．0
（2 1 ） （12 ） （13 ）

ツ ク ネ イ　モ 7 ．6　　　 －　 39 3 ．8 8 0 ．8　　 33．9
16 8．4 1 20 ．0 10 5．1
（23 ） （16 ） （11 ）

18 6 ．3 17 1．8 17 5．1
（14 ） （15 ） （22 ）

ジ ネ ン ジ ョ 9 6．1　 18 ．3　 178 ．8 1 12．5　　 3 1．2
2 10 ．1 2 08 ．9 19 4 ．9
（23 ） （13 ） （ 8 ）

28 1．0 2 74 ．1 3 14 1

（3 1 ） （14 ） （16 ）

ナ　 ガ　 イ　 モ 46 ．5　 3 3．0　 19 1．3 －　 19．4
1 59 ．3 1 2 6．0 1 19 ．3 19 4．0　 17 3．3 14 9 ．9

（一 年 子 ） （23 ） （27 ） （19 ） （16 ） （14 ） （15 ）

ナ　 ガ　 イ　 モ 4 1．5　　 30．0　 12 7．5 －　 19．1
1 4 1．6　 12 8 ．5　 11 6．6 18 8，0　 15 7．4 14 1．9

（一 年 子 ） （16 ） （15 ） （17 ） （ 8 ） （12 ） （15 ）

ナ　 ガ　 イ　 モ
28 ．1　 23．4　　 46．3 －　　 22．1

16 0．8　 124 ．9　 12 7．1 19 8 ．8　 17 2．4 14 5．0

（一 年 子 ） （12 ） （19 ） （14 ） （13 ） （13 ） （18 ）

ナ　 ガ　 イ　 モ
2 ．0　 15．0　　 2 ．7

19 0．9 2 7 6．9

（ム カ　 ゴ ） （16 ） （16 ）

ナ　 ガ　 イ　 モ 1．5　 13．1　　 1．7
2 0 4．8 2 2 5．6

（ム カ　 ゴ ） （18 ） （11 ）

ナ　 ガ　 イ　 モ 1．2　 11．4　　　 0 ．9
2 14．3 2 30 ．8

（ム カ　 ゴ ） （2 1 ） （16 ）

注．（）内の数値は変動係数（％）を示す
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